
1 事業の成果

2 事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に関わる事業

事業名
（定款に記載

した事業）

（Ｄ）受益対象者の範囲
（Ｅ）人数

収支決算書の
事業費の金額
（単位：千円）

子どもたちへの
環境教育活動
事業Ⅰ
（葉山キッズプ
ログラム事業）

（Ａ）　①通年活動・月１回
　　　　②通年活動・週１回 （月、火、
水）
　　　　③通年活動・月2回
　　　　④通年活動・月1回

（Ｂ）①②③④神奈川県葉山町の海、
海岸、森、山など

（Ｃ）①各回　約10名～12名
　　　②各回　3名～４名
　　　③各回　３名～5名
　　　④各回　5名～8名
　
　

（Ｄ）①②小学１年生～6年生
　③小学3年生～18歳
　④幼児（3歳以上）とその保護者
　
（Ｅ）①述べ人数　232名
　　　②述べ人数2106名
　　　③述べ人数　300名
　　　④述べ人数　親子367名

4,708

子どもたちへの
環境教育活動
事業Ⅱ
（宿泊型海洋
環境教育事業
「サマースクー
ル」）

（Ａ）8月７日～12日
（Ｂ）三宅島の海、森、三宅島研修セ
ンター（旧坪田中学校）
（Ｃ）8名(生活指導含む）

（D)全国の小学校5年生～18歳と研修
生
（E)26名
　 1,261

海洋自然教育
を通じての自
然環境保全事
業

（Ａ）4月～3月
（Ｂ）神奈川県葉山町の海岸、江ノ島、
小笠原クルーズ講師
（C)各回2名～8名

（Ｄ）一般、親子
（Ｅ）年間延べ400名

1,185

海辺の自然体
験活動及び環
境教育の指導
者養成事業

（Ａ）①4月～3月　各月1回　②4回(年
間）　③年間　数回　④4月～3月　⑤8
月
（Ｂ）①神奈川県・葉山町　②神奈川
県･葉山町、鹿児島県・鹿屋体育大
学、愛知県・日本福祉大学、沖縄県・
渡嘉敷島(4箇所）　③鹿屋体育大学
(鹿屋市）、日本大学（千葉県船橋市）
④東京都内　⑤東京都三宅島
（Ｃ）①1～3名　②2～5名　③2～3名
④5名　⑤4名

（Ｄ）①高校生、学生、一般　②大学
生、一般、指導者（18歳以上）　③大学
生　④一般　⑤大学生、一般
（Ｅ）①各回15名　②各回6～24名
③各回20～40名　④30名　⑤20名

1,079

学校教育への
支援、協力なら
びに、他の活
動団体との連
携事業

（Ａ）①6月～10月　②7月～8月　③5
月～10月　④6月　⑤7月～1月　⑥10
月～11月
（Ｂ）①神奈川県、和歌山県他　②神
奈川県・葉山町　③神奈川県、東京
都　④神奈川県・葉山町　⑤神奈川
県･葉山町、三浦市、三宅島　⑥東京
都・葛西
（Ｃ）①3名～5名　②5名～8名　③2名
～8名　④6名　⑤6名～8名　⑥3名～
4名
　

（Ｄ）①小中学生　②子ども、親子　③
知的障害者、親子　④教員　⑤小中学
生　⑥子ども、親子
（Ｅ）①10名～130名程度　②20名～50
名程度　③30名～60名程度　④30名
程度　⑤15名～30名程度　⑥50名程
度

8,551

啓発活動事業

（Ａ）①4月～3月　②6月、10月　③通
年
（Ｂ）①神奈川県葉山町の海岸　②③
神奈川県葉山町
（Ｃ）①1～5名　②③2～3名

（Ｄ）①②③　不特定
（Ｅ）①100名程度　②③不特定多数

94

災害支援活動

（Ａ）①5月～3月　②12月、3月　③11
月　④通年
（Ｂ）①気仙沼市、唐桑半島、南三陸
町他　②神奈川県葉山町、三浦市他
③神奈川県葉山町　④神奈川県葉山
町、災害地
（Ｃ）①1～5名　②10～15名　③4名

（Ｄ）①不特定　②小中学生（保護者同
伴の幼児）　③④不特定
（Ｅ）①200名程度　②88名　③25名
④不特定多数 10,534

（2）その他の事業

なし

特定非営利活動法人 オーシャンファミリー海洋自然体験センター

B&G親子海洋教室、海の楽校
海辺の安全教室、シーカヤック・スノーケリ
ング体験、漁業体験などを通じて、海洋レク
リエーションへの理解や普及、地元の産業
への理解を促し、自然保護、環境保全への
啓発を行なう。

①小・中学校やインターナショナルスクール
の磯観察、スノーケリング、シーカヤック授
業など
②地域の子ども会、他の子どもグループの
海洋レクリエーション活動指導
③知的障害者団体の海洋レクリエーション
活動指導、労働組合研修、親子環境学習
指導
④小学校教員CPR研修
⑤ネイチャーキッズ（宿泊型海辺の自然体
験教室）
⑥葛西臨海探検隊プログラム

①海の仲間たち支援活動（ボランティア活
動）
②福島キッズ三浦受け入れ事業
③葉山でできる災害支援ボランティア活動
報告会
④海の仲間たちブログの立ち上げと情報発
信

①海辺の自然体験ボランティア研修
②学校支援リーダー養成講座(CONEリー
ダー養成事業）
③大学関係の海洋教育、エコゼミ
④立教大学ESD太平洋プロジェクト(Coral
island ESD workbook翻訳版作成)
⑤海辺の自然体験活動指導者養成講座 in
三宅島（CONEリーダー養成事業）
他

収支決算書の
事業費の金額
（単位：千円）

具体的な事業内容

①葉山町・大浜海岸清掃活動とゴミの調査
②葉山まちづくり展、環境フェスタ参加、活
動紹介パネル展示
③ホームページ、メルマガ、季刊誌（年4回）
による広報活動

（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

事業名
（定款に記載

した事業）
具体的な事業内容

（Ａ）当該事業の実施日時
（Ｂ）当該事業の実施場所

（Ｃ）従事者の人数

平成23年度事業報告書

全国の子どもたちを対象にした夏休み宿泊
型海洋環境教室。三宅島での海洋自然体
験活動。海洋生物の水中観察、自然観察、
海洋レクリエーション、共同生活を経験する
ことで自然保護、環境保全、社会貢献への
啓発を行う。

①「葉山マリンキッズ」は、月１回の通年活
動で、小学生対象にした海辺の自然体験
教室。
②「葉山ニッパーズ」は、週１回の放課後活
動で、小学生対象の海辺のスポーツ教室。
③「葉山海洋スポーツ塾」は、月２回の通年
活動で、小3年～18歳までを対象にした海
洋レクレーションとライフセービング活動を
通してのジュニア育成事業。
④「さざなみ教室」は、月1回の通年活動
で、幼児（3歳以上）とその保護者を対象とし
た海辺の自然体験活動。
地域で活動する団体と連携を取りながら、
地域の豊かな自然を楽しみ、学ぶ活動。活
動を通じて、環境保護、環境保全、文化の
継承など次世代に向けて子どもを育てる啓
発活動を行う。

（Ａ）当該事業の実施日時
（Ｂ）当該事業の実施場所
（Ｃ）従事者の人数

3.11東日本大震災、福島原発の災害の海の活動に与える影響が懸念される中、通年活動である海辺の地域の子ども育成事業である葉山マリ
ンキッズが9年目（1グループ）、葉山ニッパーズが7年目（3グループ）、葉山海洋スポーツ塾（1グループ）と、さざなみ教室（１グループ）は、順調
に3年目を迎えての活動ができた。また、NPO法人教育支援協会と連携して行っている宿泊型自然体験活動は、横浜市から近い開催場所に参
加する傾向が見受けられ、定員の1.5倍の参加希望があり、急きょ、宿泊場所を追加して行った。昨年予定していた教育旅行が中止になった
が、都内の中学生を対象にした教育旅行事業を行った。4年目を迎えた学校支援リーダー養成事業で養成したリーダーにこの事業に参加する
機会の提供ができた。
災害支援・海の仲間たちを立ち上げ、気仙沼市の鳴き砂の浜の海岸清掃ボランティア活動をはじめ、福島の子どもたちを三浦半島に受け入れ
て、神奈川キッズとの交流事業を行った。この活動に携わったボランティア数は400名を超え、多くの方からの支援金ならびに支援物資に支えら
れて、有意義な活動ができた。

　　　　平成23年4月1日から　平成24年3月31日まで


